
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
。

４
月
15
日
に
公
開
さ
れ
た
劇
場

用
長
編
映
画
「
R
e
L
I
F
E

リ
ラ
イ
フ
」
の
撮
影
ロ
ケ
地

に
、
ハ
ナ
モ
モ
記
者
た
ち
が
通

う
尚
絅
学
院
大
が
使
用
さ
れ
ま

し
た
。

主
人
公
を
含
め
た
登
場
人
物

た
ち
が
通
う
高
校
と
い
う
設
定

で
、
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び

周
辺
で
撮
影
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
ハ
ナ
モ
モ
記
者
が
ロ

ケ
地
を
巡
り
写
真
と
共
に
皆
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

原
作
を
ま
だ
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
方
や
知
ら
な
い
方
に
向
け

て
、
「
R
e
L
I
F
E

リ
ラ

イ
フ
」
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に

紹
介
し
ま
す
。

作
者
の
夜
宵
草
（
や
よ
い
そ

う
）
さ
ん
に
よ
る
学
園
漫
画
に

な
っ
て
お
り
、
漫
画
ア
プ
リ
c

o
m
i
c
o
で
連
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

物
語
は
、
企
業
を
退
職
し
就

活
に
難
航
す
る
主
人
公
、
海
崎

新
太（
か
い
ざ
き

あ
ら
た
）が

リ
ラ
イ
フ
研
究
所
の
職
員
を
名

乗
る
夜
明
了
（
よ
あ
け

り
ょ

う
）に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
、も
う

一
度
高
校
生
か
ら
や
り
直
す

（
R
e
L
I
F
E
）

検
証
実
験

の
提
案
を
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
27
歳
の
海
崎
新

太
は
、
期
間
限
定
で
高
校
生
に

な
り
、
青
葉
高
等
学
校
に
編
入

し
ま
す
。
二
度
目
の
高
校
生
活

に
悪
戦
苦
闘
す
る
海
崎
。
秀
才

だ
が
ど
こ
か
不
器
用
な
日
代
千

鶴
（
ひ
し
ろ

ち
づ
る
）

を
始
め
、
個

性
的
な
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
達

と
出
会
い
、

仲
間
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら

高
校
生
活
を

送

る

う

ち

に
、
海
崎
の

内
面
だ
け
で

な
く
周
囲
に

も
変
化
が
起

き
て
い
き
ま

す
。
実
験
期

間
は
１
年
。

物
語
は
驚
き

と
感
動
の
結

末
が
待
っ
て

い
ま
す
。

【
写
真
】

①
私
立
青
葉
高
校
・
校
門
の
後

に
あ
る
階
段
（
学
生
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
前
階
段
）

青
葉
高
等
学
校
の
玄
関
や
校

門
と
し
て
主
に
登
場
し
、
海
崎

が
編
入
し
た
日
の
登
校
シ
ー
ン

や
文
化
祭
の
シ
ー
ン
等
々
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
絅
学
院
大
学
の
学
生
も
日

々
の
大
学
生
活
を
送
る
上
で
学

生
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
の
階
段
を

通
り
講
義
室
や
教
室
に
向
か
い

ま
す
。
尚
絅
学
院
大
学
の
学
生

が
映
画
公
開
記
念
の
企
画
の
一

部
で
撮
影
し
た
写
真
で
す
が
、

ポ
ス
タ
ー
と
同
じ
6
人
で
ポ
ー

ズ
な
ど
再
現
し
て
撮
ら
れ
て
い

ま
す
。

②
私
立
青
葉
高
校
・
図
書
館
シ

ー
ン
（
図
書
館
a
l
m
o
）

主
に
夏
休
み
に
図
書
館
で
勉

強
す
る
海
崎
達
の
シ
ー
ン
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
a
l
m
o
（
ア
ル
モ
）

は
、
名
取
市
・
太
白
区
在
中
の

方
で
18
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
（
ま

た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
に
て
、
利

用
登
録
を
行
う
こ
と
で
図
書
館

所
蔵
資
料
の
貸
出
利
用
を
行
う

こ
と
も
出
来
ま
す
。
通
常
開
館

日
・
時
間
（
集
中
講
義
中
を
含

む
）
月
曜
日
～
金
曜
日
９
時
～

19
、
土
曜
日
10
時
～
14
時
※
礼

拝
時
間
中
は
閉
館
と
な
り
ま
す

（
月
、
木
曜
日
10
時
30
分
～
11

時
10
分
）

③
私
立
青
葉
大
学
・
試
験
会
場

（
5
号
館
の
講
義
室
）

青
葉
大
学
の
受
験
の
試
験
会

場
の
シ
ー
ン
と
し
て
使
用
さ
れ

ま
し
た
。

尚
絅
学
院
大
学
の
講
義
室
の

広
さ
は
様
々
で
授
業
に
よ
っ
て

使
用
す
る
場
所
が
変
わ
り
ま

す
。
学
生
が
学
び
の
場
と
し
て

使
用
し
て
い
る
大
切
な
空
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

④
つ
ば
さ
の
広
場
公
園

日
代
が
海
崎
に
相
談
す
る
シ

ー
ン
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

竹
の
子
公
園
つ
ば
さ
の
広
場

は
住
宅
地
に
あ
る
公
園
な
の
で

地
元
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

い
る
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
お
ま
け
）
】

尚
絅
学
院
の
ロ
ゴ
が
、
主
人
公

た
ち
の
通
う
青
葉
高
等
学
校
の

「
校
章
」
と
し
て
リ
デ
ザ
イ
ン

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
春
映
画
を
見
た
方
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
発
売
ま
で
待
つ
方
、
漫
画

フ
ァ
ン
の
方
な
ど
、
ハ
ナ
モ
モ

通
信
を
参
考
に
写
真
で
紹
介
し

た
部
分
や
台
詞
な
ど
に
注
目
し

て
、
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
髙
橋
諒
子
）

ＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディアＫＦＣと尚絅学院大がつくる名取のメディア
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平
安
時
代
初
期
に
生
き
た
円

仁
（
慈
覚
大
師
）
に
よ
っ
て
開

基
さ
れ
た
と
言
い
、
そ
の
後
に

名
取
熊
野
三
社
を
勧
請
し
た
と

さ
れ
る
名
取
老
女
が
新
た
に
設

定
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
現
在

の
札
所
は
岩
手
、
宮
城
、
福
島

の
３
県
に
ま
た
が
り
岩
手
12
ヶ

所
、
宮
城
18
ヶ
所
、
福
島
３
ケ

所
の
奥
州
三
十
三
観
音
霊
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
名
取
に
あ
る

４
つ
の
札
所
を
紹
介
し
ま
す
。

①
第
一
番
札
所

那
智
山
紹
樂

寺
（
じ
ょ
う
が
く
じ
）

観
音
堂
は
熊
野
那
智
神
社
の

北
方
近
く
に
あ
り
、
閖
上
浜
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
る

十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
が
本
尊

で
別
名
「
高
舘
観
音
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

②
第
二
番
札
所

天
苗
山
秀
麓

齋
（
し
ゅ
う
ろ
く
さ
い
）

運
慶
の
作
と
言
わ
れ
る
聖
観

世
音
菩
薩
が
本
尊
で
す
。

伊
達
家
仙
台
藩
祖

政
宗
公

が
慶
長
２
年
よ
り
翌
春
３
月
迄

滞
在
し
、
開
基
尚
宗
公

稙
宗

公
三
十
三
回
忌
、
晴
宗
公
二
十

一
回
忌
を
営
み
、
供
養
の
為
、

千
体
菩
薩
を
奉
納
す
る
。
政
宗

公
は
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
年
）

６
月
６
日
仙
台
城
に
入
城
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
第
三
番
札
所

金
剛
寺
観
音

堂
慈
覚
大
師
作
と
伝
わ
る
金
箔

仕
上
げ
の
木
造
・
十
一
面
観
世

音
菩
薩
を
祀
り
、
「
川
上
観
音

堂
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
第
五
番
札
所

名
取
千
手
観

音
堂

以
前
は
奥
州
街
道
と
増
田
川

が
交
わ
る
北
西
に
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
増
田
柳
田
に
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
神
社
や
お
寺
を
参
拝

し
御
朱
印
を
集
め
る
こ
と
が
ブ

ー
ム
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す

皆
さ
ん
も
是
非
参
拝
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

奥
州
三
十
三
観
音
霊
場

第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
五
番
札
所

ハナモモ通信　第20号

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

な
と
り

歴
史
散
策
⑥

メール：ｈａｎａｍｏｍｏ－ｋｆｃ＠ｋａｈｏｋｕ－ｆｃ．ｃｏ．ｊｐ

「
ハ
ナ
モ
モ
記
者
が
行
く

名
取
名
産
食
べ
隊
」
に
ご

協
力
頂
い
た
、
ナ
イ
ツ
・

ブ
リ
ッ
ジ
さ
ん
か
ら
お
菓

子
を
抽
選
で
３
名
へ
プ
レ

ゼ
ン
ト
！
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
ハ
ナ

モ
モ
通
信
を
読
ん
で
の
感

想
、
要
望
な
ど
を
記
入
し

て
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
、

ま
た
は
郵
送
で
先
ま
で
。

５
月
５
日
締
切
。

（
住
所
）

〒
９
８
０
―
０
０
２
２

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
１
の

１
の
10

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

（
２
２
７
）
８
３
３
３

「
Ｋ
Ｆ
Ｃ
ハ
ナ
モ
モ
通

信
プ
レ
ゼ
ン
ト
」係
ま
で
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
！


